
農林水産委員会会議記録 

 

農林水産委員長  首藤 健二郎   

 

１ 日 時 

   令和８年４月２３日（木） 午後２時００分から 

                午後４時１５分まで 

 

２ 場 所 

   第３委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

   首藤健二郎、麻生栄作、阿部英仁、福崎智幸、二ノ宮健治、堤栄三 
 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   な し 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

農林水産部長 石井聖治 ほか関係者 
 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１）麻生栄作委員を副委員長に互選した。 

（２）令和８年度の行政組織及び重点事業等について、執行部から説明を受けた。 

（３）農業成長産業化推進本部及び農業総合戦略会議について、農林水産研究指導センターで

の試験研究のあり方について、第２次大分県環境負荷低減事業活動の促進に関する基本計

画の策定について及び第４次大分県有機農業推進計画の策定について、執行部から報告を

受けた。 

（４）県内所管事務調査について行程を決定した。 
（５）県外所管事務調査について、１１月１０日からの３日間で行うことを決定した。 

 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課議事調整班   主査 坂口泰弘 

   政策調査課調査広報班 主事 佐藤美空   



農林水産委員会次第 
 

日時：令和８年４月２３日（木）１４：００～ 

場所：第３委員会室             

 
１ 開  会 
 
 
２ 副委員長の互選                      １４：００～１４：１０ 
 
 
３ 農林水産部関係                      １４：１０～１６：００ 
（１）令和８年度の行政組織及び重点事業等について 
（２）諸般の報告 

①農業成長産業化推進本部及び農業総合戦略会議について 

②農林水産研究指導センターでの試験研究のあり方について 

③第２次大分県環境負荷低減事業活動の促進に関する基本計画の策定について 

④第４次大分県有機農業推進計画の策定について 

（３）その他 
 
 
４ 協議事項                         １６：００～１６：１５ 
（１）参考人招致について 

（２）県内所管事務調査について 

（３）県外所管事務調査について 

（４）その他 

 
 
５ 閉  会 
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別紙 

会議の結果 

首藤委員長 ただいまから、農林水産委員会を

開きます。 

執行部からの説明に先立ち、内部協議を行い

ます。 

去る４月７日、井上副委員長が御逝去されま

した。謹んで哀悼の意を表します。 

大分県議会委員会条例第六条第一項の規定に

より、常任委員会には委員長及び副委員長を一

人置くこととなっておりますので、これより空

席となった副委員長の互選を行います。 

お諮りします。互選の方法については、指名

推選により行いたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 御異議なしと認めます。よって互

選の方法は、指名推選によることと決定しまし

た。 

お諮りします。指名の方法については、私か

ら指名することにしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 御異議なしと認めます。よって私

から指名することに決定しました。 

副委員長に麻生栄作委員を指名します。これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 御異議なしと認めます。よって麻

生栄作委員が副委員長に選任されました。 

それでは、副委員長より御挨拶をお願いしま

す。 

  〔麻生副委員長挨拶〕 

首藤委員長 それでは、副委員長が決まりまし

たので、これで内部協議を終わります。 

執行部が入室しますので、このままお待ちく

ださい。 

 

〔農林水産部入室〕 

 

首藤委員長 農林水産部の説明に入るに先立ち、

去る４月７日に御逝去されました井上明夫議員

の御冥福をお祈りし、黙祷を行います。 

全員、起立願います。黙祷。 

〔黙祷〕 

首藤委員長 黙祷を終わります。御着席くださ

い。 

これより、説明に入りますが、本日は初めて

の委員会でもありますので、まず私から御挨拶

を申し上げます。 

〔首藤委員長挨拶〕 

首藤委員長 それでは、委員の皆様の自己紹介

をお願いします。 

〔委員自己紹介〕 

首藤委員長 次に、事務局職員を紹介します。 

議事課の坂口主査です。（起立挨拶） 

続いて、執行部の自己紹介をお願いします。 

〔石井農林水産部長挨拶〕 

〔幹部職員自己紹介〕 

首藤委員長 ここで、説明に入る前に、委員外

議員の発言について、委員の皆様にお諮りしま

す。 

委員外議員からの発言の申出については、会

議規則により、委員会がそれを許すか否かを決

めると定められています。 

本委員会の円滑な運営のため、本日の委員会

以降、委員の皆様から特に御異議が出た場合を

除き、その発言を許すか否かについては、委員

長に御一任いただきたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 御異議がないので、委員外議員の

発言の許可については、委員長に御一任いただ

きます。 

それでは、農林水産部関係の令和８年度の行

政組織及び重点事業等について、執行部の説明

を求めます。 

石井農林水産部長 まず私から、農林水産部の

行政組織と部全体の予算の概要について御説明

します。農林水産委員会資料の２ページを御覧
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ください。 

農林水産部行政組織機構図です。令和８年度

の農林水産部の組織については、左側の中ほど、

太枠の課室数にあるように本庁が１５課６室、

地方機関が７所属です。職員数はその下にある

ように振興局を含めて総勢１，１４５名となっ

ております。 

資料の３ページを御覧ください。 

令和８年度の農林水産部関係の組織改正の概

要について御説明します。 

農業産出額増加に向けた取組の一つである水

田畑地化については、これまで課名に水田畑地

化を掲げ、積極的に推進してきました。他方、

農業従事者の減少や担い手不在農地の顕在化な

どへの対応が急務であることから、今後は、水

田畑地化はもとより、集積・集約化等による農

地の有効活用と、中山間地域等の特性をいかし

た農業・農村の活性化による持続と成長が可能

な営農をより一層推進していく必要が重要とな

っています。このため、水田畑地化・集落営農

課を農地活用・営農推進課へ改称し、同課の水

田畑地化推進監を廃止し、地域営農推進監を新

設しました。なお、本庁の組織改正に伴い、関

連する振興局の班も改称しています。 

組織については、以上です。 

続いて、資料の４ページを御覧ください。 

令和８年度の農林水産部一般会計当初予算の

概要について御説明します。 

まず、予算の総額です。赤い太枠で囲ってい

る欄にあるように、令和８年度当初予算額計は

６０４億８，５７８万６千円で、前年度当初予

算と比較すると２７億１，２８１万円のプラス

となっています。これは、耕地災害復旧事業に

おける令和６年台風１０号等の災害復旧の進捗

による事業費増などが主な要因です。 

また、喫緊の課題などに速やかに対応するた

め、林業再生県産材利用促進事業や林業事業体

強化推進事業などを当初予算から前倒しして執

行できるよう国補正予算を活用し、２月補正予

算にて約６．９億円を増額し、繰越しをしてい

ます。 

このほか、佐賀関大規模火災関連事業ですが、

大分市が行う被災地の防災道路などの整備に対

する支援、量販店や飲食店での佐賀関産水産物

フェア等の開催、漁具供給施設の復旧など、被

災地の一日も早い復興のために必要な経費を措

置して、総合的に支援しているところです。 

引き続き、農林水産業の成長産業化の実現に

向けて、しっかりと取り組むこととしておりま

すので、後ほど各課室長から重点事業について

御説明します。 

信貴審議監 初委員会ですので、大分県の農林

水産業の現況について御説明します。 

資料５ページを御覧ください。 

まず、私からは大分県の農業の現況について

御説明します。 

大分県は、標高０メートルから１千メートル

近くまで耕地が分布し、耕地面積の約７０％が

中山間地域に位置する起伏の多い地勢にありま

す。こうした地理的条件をいかし、野菜、果樹、

花きといった園芸や肉用牛をはじめとした畜産

に加え、米、麦、大豆等の水田を活用した品目

など、多様な農業が営まれています。 

まず、①農業経営体のすがたです。上段ア農

業経営体数にあるとおり、令和７年は１万４，

６３８経営体であり、近年の経営体数は減少傾

向にあります。一方、ピンク色で示している法

人経営体は、全体に占める割合が５．１％と増

加傾向にあります。 

下段のイは農業経営体の販売金額を規模別に

分類したものです。販売金額が３千万円未満の

経営体が減少する一方で、３千万円以上の経営

体が令和２年比で１０７％となり、収益力の高

い経営体の育成が着実に進んでいるところです。 

次に資料６ページを御覧ください。 

上段のウは経営耕地面積規模別農業経営体に

ついてです。 

左のグラフに推移を、右のグラフに増減率を

示しています。右のグラフの紫色の１０ヘクタ

ール以上の経営体は増加しており、経営体の大

規模化が進んでおります。 

下段のエは新規就農者と企業参入の推移です。

青い線で示している新規就農者数は近年２８０

人前後で推移しており、令和６年度は２９０人、



- 3 - 

このうち女性就農者数は８３人と過去最多とな

りました。就農学校やファーマーズスクール等

の新規就農者確保の体制整備など、これまでの

施策が実を結びつつあるものと考えています。

赤い線で示している企業参入についても、平成

１９年以降、専門の部署などを設置するなど、

積極的な誘致に取り組んでおり、令和６年度は

２１件となりました。 

次の７ページを御覧ください。 

②農地の状況です。上段のア耕地面積は田畑

別耕地面積の推移を示しています。令和７年は、

前年に比べ１千ヘクタール減少しております。 

下段のイ担い手への農地集積を御覧ください。

耕地面積が減少する一方、担い手への農地集積

は、集積面積、集積率ともに年々増加しており

ます。 

次の８ページを御覧ください。 

③農業産出額についてです。令和６年の産出

額は１，４９８億円となり、５年連続の増加と

なりました。品目別に見ると、野菜では、短期

集中支援によって白ねぎや高糖度かんしょ等の

作付面積が拡大しました。また、果実において

は、国産需要の高まりを背景に、ゆず等の露地

柑橘やキウイフルーツ等の新植面積が増加し、

園芸基幹品目の産地拡大が進みました。畜産で

は、生産基盤の強化を図り、肉用牛や豚が増頭

しております。このような生産拡大に加えて、

米、野菜、果樹等の価格上昇も相まって、農業

産出額が向上しました。 

また、農業産出額に占める参入企業の割合は

１割を超えており、これまでの積極的な企業誘

致の成果が表れています。 

今後も、農業の成長産業化に向けて、農林水

産業振興計画おおいた農林水産業元気づくりビ

ジョン２０２４の取組をしっかりと進めていき

ます。 

長谷部審議監兼林務管理課長 続いて、大分県

の林業の現況について御説明します。 

資料の９ページを御覧ください。 

本県の森林面積は、約４５万１千ヘクタール

で県土の７１％を占めており、木材やしいたけ

の生産など、林業・木材産業の発展と山村の振

興に寄与しています。また、水源の涵養や県土

の保全等、森林の公益的機能の発揮により、安

全で快適な県民生活の確保に大きな役割を果た

しています。 

まず、①森林資源の現況ですが、ア森林面積

の円グラフに示しているように、民有林面積は

約４０万３千ヘクタールと、森林面積の８９．

３％を占めています。 

下段左のウ民有林の林種別面積ですが、人工

林が約２０万４千ヘクタール、５０．６％と過

半を占めており、その多くが伐採時期を迎えて

います。 

次に、資料１０ページを御覧ください。 

②担い手の状況です。ア認定林業事業体数で

すが、木材生産の主要な担い手であり、新規就

業者の主な就業先でもある認定林業事業体数は、

令和６年度現在で８７事業体となっています。 

次に、１１ページを御覧ください。 

③林業関係の生産量及び価格です。アのａ木

材生産量については、令和６年の実績が１５８

万２千立方メートルとなり、前年より約２万立

方メートル減少しているものの、目標とする１

６０万立方メートルをおおむね達成しています。 

その下のｂ丸太価格ですが、スギ、ヒノキと

も令和４年以降、横ばいの状況にあります。 

次に、資料１２ページを御覧ください。 

イのａ乾しいたけの生産量と価格ですが、生

産者の高齢化などによる伏せ込み量の減少等に

より令和６年の生産量は５５４トンとなりまし

た。他方で、平均価格は上昇傾向にあり、１キ

ログラム当たり６，１８２円と前年に比べて大

きく値上がりしています。 

次に、資料１３ページを御覧ください。 

④林業産出額ですが、乾しいたけ単価の上昇

などにより、栽培きのこ類の産出額は令和５年

から６億円増加したものの、木材生産の産出額

が１３億円減少したことなどから、令和６年の

産出額は２０５億円と、前年と比較して５億円

減少しています。 

木材産出額の減少の要因は、木材需要の多く

を占める新築住宅の減少にあることから、今後

は非住宅建築物など新たな木材需要の創出に重
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点的に取り組みます。 

最後に、⑤鳥獣による農林産物の被害状況に

ついてです。 

イノシシによる米の食害などの農作物被害が

増加したことで、被害額は１億５，７００万円

と前年に比べ１，６００万円増加しました。そ

のため、集落ごとの被害状況に応じた予防・集

落環境対策の強化などを重点的に進めることで

被害の低減に努めます。 

大塚審議監兼漁業管理課長 続いて、大分県の

水産業の現況について御説明します。 

資料の１４ページを御覧ください。 

本県は広大な干潟域やリアス海岸など変化に

富んだ海岸地形を有しており、沿岸域は好漁場

に恵まれ、海域毎に特徴ある漁船漁業や養殖業

が営まれています。 

まず、①漁業経営体数と就業者数についてで

す。ア漁業経営体数については、減少が続いて

おり、令和５年は１，５０９経営体となってい

ます。 

イ漁業就業者数についても同様の傾向で、令

和５年には２，５２４人となり、就業者全体に

占める６５歳以上の割合は約５０％と高齢化が

進んでいます。将来を担う新たな就業者の確保

のため、漁業学校の運営支援や就業給付金制度

の活用推進などに取り組んでおり、ウ新規就業

者数に示すように、新規就業者数は近年堅調に

推移し、令和６年は７６名を確保しています。 

１５ページを御覧ください。 

②漁業生産の概況のア漁業生産量についてで

す。海面と内水面を合わせた、令和６年の漁業

生産量は、主にイワシ類が減少した一方で、養

殖ブリ類が増加したことにより３万８，３９８

トンとなっています。 

続いて、１６ページを御覧ください。 

円グラフに示しているように、海面漁業では、

イワシ類、アジ類で全体の４８％を占めており、

海面養殖業ではブリ類が全体の８７％を占めて

います。 

次に、１７ページ、イ水産業産出額について

です。 

海面と内水面を合わせた、令和６年の水産業

産出額は、漁業生産量が減少したものの、養殖

ブリ類の価格が堅調に推移したことにより３７

４億円となり、前年より２６億円増加していま

す。 

次に、１８ページ、ウ水産物価格についてで

す。 

令和６年の水産物価格は、漁船漁業では需要

の回復等により、キログラム当たり５６３円と、

前年より４１円上昇しました。養殖業では１，

３１９円と、前年より１３３円下落したものの、

堅調な価格で推移しております。 

なお、漁船漁業と養殖業を合計した価格は９

６３円と前年より２１円上昇し、全国トップの

価格となりました。この結果は、養殖ブリやヒ

ラメ、クロマグロなど価格の高い魚種の生産が

多い本県水産業の特徴がデータでも表れたもの

と受け止めています。 

最後に、令和６年１１月に開催した全国豊か

な海づくり大会の成果を、本県の水産業の振興

につなげていくことが重要であり、引き続き、

つくり育てる漁業の推進や水産物の消費拡大等

にしっかりと取り組んでいきます。 

宮成農林水産企画課長 続いて、ここからは順

次各課室から組織及び重点事業を説明します。

 資料の１９ページをお願いします。 

まず、農林水産企画課関係分について御説明

します。中段の１組織についてです。 

当課は、総務班、企画管理班、農業成長産業

化推進班及び経理・厚生班の四つの班からなり、

総数２４名で、農林水産部全体に係る組織、企

画等の事務を所管しております。 

次に、資料２２ページの重点事業について御

説明します。 

大規模園芸団地整備促進事業５，９６５万５

千円です。 

この事業は、大規模園芸団地の計画的な整備

のため、県農業成長産業化推進本部の運営及び

市町農業成長産業化推進本部の支援を行うとと

もに、意欲的な担い手への迅速な農地マッチン

グに向けた優良農地の集積・集約化に加え、営

農計画や基盤整備計画の策定に向けた栽培実証

など技術的課題に対応するための農地調査を実
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施するものです。  

坂元工事技術管理室長 資料の２３ページをお

願いします。 

工事技術管理室関係分について御説明します。

当室では、農業土木、森林土木及び水産土木の

技術管理業務を一元的に所管しており、職員は

６名です。 

次に、重点事業、働き方改革の推進について

です。公共工事の労働環境を整備・促進するた

め、休日の確保や労働生産性の向上・業務の効

率化を目的として、週休２日工事やＩＣＴ施工

・情報共有システムの活用に、引き続き取り組

みます。 

井上団体指導・金融課長 資料の２４ページを

お願いします。 

団体指導・金融課関係分について御説明しま

す。当課は、管理・金融班、農協指導班及び検

査班の三つの班からなり、総数１８名で、各種

団体に関する事務等を所管しております。 

次に重点事業ですが、農業金融対策事業４億

３，８７６万９千円です。 

これは、農業近代化資金や特定災害対策緊急

資金をはじめとする農業関係各種制度資金の貸

付に係る利子補給及び農山漁村女性・若者活動

支援資金等の貸付などを行うものです。 

宇留嶋地域農業振興課長 資料の２５ページを

お願いします。 

地域農業振興課関係分について御説明します。 

当課は、管理予算班、地域連携・世界農業遺産

推進班、安全農業班、普及・研究班及び広域普

及指導班の五つの班からなり、総数３７名で、

るるパークや世界農業遺産、有機農業及び農業

技術の改良普及等、幅広い分野を所管しており

ます。 

地方機関としては、農林水産研究指導センタ

ーを所管しております。当センターは、センタ

ー本部、農業研究部、畜産研究部、林業研究部、

水産研究部などの１０所属からなり、総数２３

１名です。 

次に３０ページをお願いします。 

重点事業ですが、スマート農林水産業普及高

度化支援事業４，４８２万１千円です。この事

業は、農林水産業における生産性の向上を図る

ため、スマート技術の開発・実証を行うととも

に、技術活用のさらなる促進に向けた人材育成

を行います。また、今年度は、水田大規模経営

体における生育データに基づく栽培管理技術の

実証のほか、大規模園芸団地における省力化に

向けたスマート技術の実証を実施し、スマート

技術の実装による大規模モデル経営体の育成を

進めます。 

黒野新規就業・経営体支援課長 資料の３１ペ

ージをお願いします。 

新規就業・経営体支援課関係分について御説

明します。当課は、担い手確保班、就農支援班、

経営体育成班の三つの班からなり、総数１２名

で、農林水産業分野の担い手対策等の事務を所

管しております。地方機関としては、資料の３

２ページに記載のとおり、農業大学校を所管し

ております。 

次に、資料３３ページをお願いします。 

資料中ほどの重点事業ですが、農林水産業労

働力支援体制整備事業１億５，７８２万１千円

です。この事業は、中核的経営体の規模拡大を

推進するため、農業支援サービス事業体等の活

用による労働力の確保に取り組むとともに、人

材定着に向けた働きやすい環境づくりを支援す

るものです。 

藤田企業参入・支援室長 資料の３４ページを

お願いします。 

企業参入・支援室関係分について御説明しま

す。当室は、企業参入班、企業支援班の二つの

班からなり、総数８名で、農林水産業分野への

企業参入やその後の規模拡大に向けた企業支援

等の事務を所管しております。 

次に、重点事業ですが、企業等農業参入推進

事業５，２３２万６千円です。 

この事業は、地域を牽引する中核的経営体の

育成・確保に向け、県内外企業の農林水産業分

野への参入を迅速かつ効果的に行うため、参入

企業に対する総合的な支援を実施するものです。

山口農地活用・営農推進課長 資料の３５ペー

ジをお願いします。 

農地活用・営農推進課関係分について御説明
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します。当課は、管理・農地班、農地集積班、

地域営農企画班及び水田活用推進班の四つの班

からなり、大分県農業農村振興公社への業務援

助の３名を含めて総数２５名で、農地集積や集

落営農、水田農業の振興等の事務を所管してお

ります。 

次に、３６ページをお願いします。 

重点事業ですが、下段の次代につなぐ集落営

農経営発展・継承支援事業１億１，３５７万４

千円です。この事業は、持続可能な中山間地農

業を確立するため、集落営農組織等の人材の育

成・確保に向けた収益力の強化や経営継承・法

人合併等による組織体制の再編を支援するもの

です。 

河津おおいたブランド推進課長 資料の３７ペ

ージをお願いします。 

おおいたブランド推進課関係分について御説

明します。当課は、管理予算班、流通企画班、

輸出促進班、販路開拓班の四つの班からなり、

総数２１名で、農林水産物のブランド化や海外

輸出、販路開拓等の事務を所管しております。 

資料の３８ページをお願いします。 

重点事業ですが、Ｔｈｅ・おおいたブランド

流通販売戦略推進事業４，５６７万円です。こ

の事業は、県産農林水産物の販売を促進するた

め、マーケットニーズに対応した販路開拓や大

阪・関西万博等のつながりをいかした県産食材

の認知度向上に取り組むものです。令和８年度

は、県内宿泊施設のシェフ等を対象とした食材

産地ツアーの取組や、るるパークなど県内集客

施設の来場者に向けた県産食材のＰＲ等を実施

します。 

漆間園芸振興課長 資料の３９ページをお願い

します。 

園芸振興課関係分について御説明します。当

課は、園芸企画班、野菜班及び果樹・花き特用

班の三つの班からなり、総数１６名で、野菜、

果樹、花き等の生産及び流通に関する事務等を

所管しております。 

資料の４０ページをお願いします。 

重点事業ですが、上段の園芸作物高温対策推

進事業６，０８３万６千円です。この事業は、

酷暑の影響を受ける農家の経営安定を図るため、

気候変動に対応可能な産地生産体制の構築を推

進するものです。 

尾形畜産振興課長 資料の４１ページをお願い

します。 

畜産振興課関係分について御説明します。当

課は、管理予算班、企画流通班及び家畜防疫対

策班の三つの班からなり、総数１３名で、畜産

経営や流通、家畜防疫に関する事務等を所管し

ております。また、地方機関として四つの家畜

保健衛生所を所管しております。 

次に、資料４３ページの下段、重点事業です

が、おおいた和牛流通促進対策事業４，８９７

万５千円です。 

この事業は、おおいた和牛の認知度向上と消

費拡大を図るため、消費拡大対策や小売店など

に対する戦略的なＰＲ対策等を実施するもので

す。具体的な取組としては、おおいた和牛認定

店等での購入や飲食に対し、デジタルスタンプ

ラリーを実施し、県内観光地への周遊促進を図

り需要喚起に繋げていきます。 

田中畜産技術室長 資料の４４ページをお願い

します。 

畜産技術室関係分について御説明します。当

室は、生産振興班及び耕畜連携推進班の二つの

班からなり、総数１０名で、畜産技術の改善等

の事務を所管しております。 

資料の４５ページをお願いします。 

重点事業ですが、おおいた和牛産地強化対策

事業４，５０１万８千円です。この事業は、お

おいた和牛の生産基盤強化とブランド力向上を

図るため、全国和牛能力共進会での好成績獲得

に向けた推進体制を強化し、優れた出品牛を造

成するとともに、肥育技術の向上に向けた取組

を支援するものです。 

森迫農地計画課長 資料の４６ページをお願い

します。 

農地計画課関係分について御説明します。当

課は、管理予算班、企画調査班、大規模利水活

用推進班、土地改良指導・換地班の四つの班か

らなり、石川県能登町と熊本県山都町への派遣

各１名を含め総数２１名で、農業農村整備事業
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の企画調整等の事務を所管しております。地方

機関としては、４７ページにあるとおり大分県

央飛行場管理事務所を所管しております。 

次に、資料の４８ページ、重点事業ですが、

農業農村整備計画調査事業１億１，０３６万１

千円です。 

この事業は、大規模園芸産地づくりに向けた

基盤整備等を推進するため、農家の意向や農地

集積状況を把握した上で農地再編整備構想を策

定するとともに、事業採択に向けた実施計画書

を作成するものです。 

小林農地・農村整備課長 資料の４９ページを

お願いします。 

農地・農村整備課関係分について御説明しま

す。当課は、農地整備班、水利整備班、農村総

合整備班、防災班の四つの班からなり、総数１

８名で、農業農村整備事業や農地防災・保全事

業等の事務を所管しております。 

次に、５０ページをお願いします。 

重点事業ですが、水田畑地化推進基盤整備事

業２１億４，０４２万５千円です。この事業は、

水田畑地化を加速するため、圃場の区画整理と

併せ、高収益園芸品目の栽培に必要な暗渠排水

等の基盤整備を実施するものです。 

長谷部審議監兼林務管理課長 資料の５１ペー

ジをお願いします。 

林務管理課関係分について御説明します。当

課は、管理予算班、森林・林業企画班、林業普

及指導班、林道班及び林業経営支援班の五つの

班からなり、総数２８名で、林業行政の企画調

整等を所管しております。 

次に、資料の５２ページ、下段重点事業です

が、林業事業体強化推進事業３，２３３万４千

円です。 

この事業は、主伐・再造林を一体的に担う中

核的な林業経営体を育成するため、高性能林業

機械の導入等による素材生産性の向上や人材育

成などを支援するものです。 

田口林産振興室長 資料の５３ページをお願い

します。 

林産振興室関係分について御説明します。当

室は、木材振興流通対策班及び椎茸振興班の二

つの班からなり、総数１１名で、林産物の生産

振興及び流通等の事務を所管しております。 

次に、重点事業ですが、林業再生県産材利用

促進事業３，０８９万６千円です。 

この事業は、県産材の需要拡大と高齢林の伐

採・活用を図るため、木材の加工流通施設の整

備や大径材の利用促進の取組等を支援するもの

です。 

神鳥森林保全課長 資料の５４ページをお願い

します。 

森林保全課関係分について御説明します。当

課は、管理予算班、林地保全班及び治山班の三

つの班からなり、総数１２名で、保安林や荒廃

林地の復旧等に関する事務を所管しております。 

次に、重点事業ですが、復旧治山事業や地す

べり防止事業などの一般治山事業２４億１，４

２１万２千円です。 

これらの事業は、台風や集中豪雨等により荒

廃した山地の復旧及び災害の未然防止による森

林の維持造成を通じて、県土と県民の生命財産

を守るとともに、生活環境の保全や水資源の涵

養を図るもので、臼杵市野津町岩屋の戸屋地区

など計４６か所で実施することとしています。

工藤森との共生推進室長 資料の５５ページを

お願いします。 

森との共生推進室関係分について御説明しま

す。当室は、森づくり推進班、森林環境保護班

の二つの班からなり、総数１０名で森づくりや

鳥獣被害対策等の事務を所管しております。 

次に、資料の５６ページ、重点事業ですが、

下段の鳥獣被害総合対策事業８億１，３０２万

７千円です。 

この事業は、野生鳥獣による農林作物被害の

軽減を図るため、集落全体で行う予防・環境対

策、捕獲対策、狩猟者確保対策、獣肉利活用対

策の各対策を総合的に支援するものです。令和

８年度は、これまでの取組に加え、イノシシの

侵入を防止する防護柵の地際補強による機能強

化に対して支援し、さらなる被害軽減対策に取

り組みます。 

谷山森林整備室長 資料の５７ページをお願い

します。 
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森林整備室関係分について御説明します。当

室は、造林・間伐班、県営林管理第一班及び県

営林管理第二班の三つの班からなり、総数１４

名で、造林・間伐等の事務を所管しております。 

次に、重点事業ですが、早生樹等苗木増産支

援事業７９１万８千円です。 

この事業は、従来の品種よりも成長の早い早

生樹による再造林を推進し循環型林業を確立す

るため、花粉の少ないスギ特定苗木を主体とし

た苗木の増産に必要な機器や育苗施設整備等を

支援するとともに、新規苗木生産者を対象とし

た技術習得研修を実施するものです。 

令和８年度は、近年の気候変動に対応した育

苗施設への改良を支援するとともに、新規生産

者を対象にベテランの優良生産者による苗木生

産技術取得研修を実施し、苗木のさらなる増産

に取り組みます。 

大塚審議監兼漁業管理課長 資料の５８ページ

をお願いします。 

漁業管理課関係分について御説明します。当

課は、管理予算班、団体流通班、漁業調整班、

漁業取締第一班、漁業取締第二班の５班からな

り、総数３２名で、水産物の流通や漁業取締り

等の事務を所管しております。 

次に、資料の５９ページ、重点事業ですが、

海づくり大会を契機とした水産物消費拡大事業

３，１４１万３千円です。 

この事業は、本県で開催された全国豊かな海

づくり大会を契機に高まった県民の水産業への

関心を、次世代へ継承するとともに、県産水産

物の販路及び消費拡大を図ることを目的として

おります。 

具体的には、大会ロゴマークを県産水産物の

シンボルとして活用し、県内量販店においてプ

レゼントキャンペーン等を実施するとともに、

佐賀関産水産物の販売を促進するため、量販店

や飲食店でのフェアの開催や商談機会の創出を

支援します。 

髙田水産振興課長 資料の６０ページをお願い

します。 

水産振興課関係分について御説明します。当

課は、振興班、漁場整備班、資源管理班の三つ

の班からなり、大分県漁業公社への業務援助の

１名を含めて総数１５名で、水産業の振興や水

産資源の保護等の事務を所管しております。 

次に、資料の６１ページ、重点事業ですが、

上段の環境変化対応型栽培漁業推進事業４，０

２６万７千円です。 

この事業は、高水温化等の環境変化に対応し

た効果的な資源造成を行うため、新たな手法を

用いた種苗放流を推進するとともに、高水温で

も生息可能なキジハタの種苗生産体制の確立に

取り組むものです。特に、キジハタについては、

栽培漁業の現場展開に向け、大量種苗生産体制

を構築するとともに、適切な放流手法と資源管

理手法の検討を行います。 

横田漁港漁村整備課長 資料の６２ページをお

願いします。 

漁港漁村整備課関係分について御説明します。

当課は、管理予算班、企画・防災班、建設・保

全班の三つの班からなり、職員は総数１４名で、

漁港の管理や保全、防災・減災対策の推進等に

関する事務を所管しております。 

次に、資料の６３ページ、重点事業ですが、

水産流通基盤整備事業３億１，５６１万６千円

です。 

この事業は、安全・安心な水産物の安定供給

や陸揚・集出荷機能の強化を図るため、漁港施

設の耐震・耐津波対策等に係る整備を実施する

ものです。 

首藤委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、御意見等はありませんか。 

阿部委員 今、それぞれ聞かせていただいたん

ですけれども、私、あまりこの委員会には所属

することがなかったので、皆さんから聞いてい

る内容は非常にもう前向きで、先行き明るいな

という思いをしながら、それぞれの箇所がそう

聞こえてくるんですけれども、やっぱり県庁内

の各課の中で一番問題を抱えてるのは、私は第

一次産業と言われるこの農林水産部――部じゃ

ないですよ。農政関係にあるんじゃないかなと

思っていたんですよね。それぞれの方々が前向

きにこれやっていますと。それはいいんですけ
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れども、それぞれに課題があるはずなんですよ

ね。同じようなことも、昨年度の委員会でも、

その前の委員会でも言ってきてんじゃないかな

と。それについて、年度最終の委員会ぐらいに

なると、この課題はこうやっていますとか課題

を克服していっていますと。最初の段階で課題

について、私の課はこうやっているけれどもこ

ういう課題があるんだということを持ち出して、

その課題を解決していくためにはお互いにどう

していくかを議論していく委員会でなきゃいか

んと思うんですよね。それぞれ一つ一つ言うわ

けにもいきませんが、例えば水産関係を聞いた

ときに、単価はこう上がりました、これはこう

なりましたと。こんなん聞いていたら全然いい

わけですよね、全体的にも。ただ、水産会館に

行って、いろいろ話をしたら、もう水産は厳し

いんだって。現実にその業に従事している人た

ちは非常に厳しいという言葉しか出てこないん

ですよね。それであるならば、何ができるのか

を是非一緒になって議論していきたいという思

いなんですよ。 

ちょっと２点ほど。１点は、るるパークにつ

いて。課長から重点事業の２番、るるパーク活

用推進事業の説明あったけれども、私は同じ地

区に住んでいる人間なんですよ。しょっちゅう

あそこは行ってるんですよね。例えば屋内施設

があるんですけれども、屋内施設の奥に行った

らほとんど使っていませんよ。この食や健康、

子育てなど様々な角度から活用・ＰＲというこ

の言葉どおりにはなっていないですよね。どう

してこういう言葉をここに出して、我々に説明

して、今うまくいっていますよぐらいな言い方

で紹介するのかな。不思議でならない。まだま

だいろんな意味で、るるパークがやらなきゃな

らんこともあるし、現実に今、宿泊施設を５棟

やるところをやむなく４棟に縮小してやってい

るわけですから。そういうところを紹介して、

もう少しＰＲに努めていく。来場者は増えて、

非常にいい傾向になってきているんで、もう一

歩も二歩も進めてＰＲをしていきますぐらいな

ことでやっていかなきゃいかん。そして、あそ

このいろんな農業施設。これ、教育問題、教育

環境のために造っているんでしょうけれども、

小さなハウスが三つも四つも並んでいて、いつ

までそれをやるんかなと。私は課題だと思うん

ですよ。そういうところを突っ込んでいってい

ただきたいなと。 

そして、もう一つ。部長にお聞きしたいんで

すけれども、冒頭の説明の中で、国土保全のた

めに森林環境を守っていくという言葉があった

んですが、走ってみると、山が相当伐採されて、

丸裸というか、もう奥の奥までずっと続いてい

るんですよ。例えば、杵築市の立石峠は知って

いますか。あそこからぱっと見てください。線

路の上からずっと山の木が切られて、丸裸にな

っていますよ。もうこれ１年前から。植林して

いるかというと、全然していないんですよ。そ

ういう状況は、あそこだけじゃなくてほかにも

あるはずなんですよね。そういうところに対し

てはどういう措置を取ろうとしているのか。手

が下せないのか。あそこには山を買いますって

看板が出てるんですよ。ちょっとでもお金が入

れば、安くても持ち主はどんどん売っちゃいま

すよ。水源確保、涵養のために山は大事ですっ

て言いながら、片方でそういう状況であるのを

なぜ放置しているのかなという思いをするんで

すが、この点については是非部長から方針だけ

聞かせていただきたい。 

石井農林水産部長 御意見いただきましてあり

がとうございます。今、阿部委員から御質疑が

ありました。 

まず、今回の初委員会の私どもの説明の仕方

ということです。 

確かに、課題を併せて説明すべきところもあ

ろうかと思います。今回、最初ということで、

県下の特徴、それから私どもが進めている事業

の内容について説明をしました。今後、当然課

題はたくさんあります。私ども、現場で聞いて

おりますし、大分県での課題もありますので、

そういったところを含めて御報告、あるいは議

案という形で御説明を今後させていただきたい

と思いますので、引き続き御指導のほど、お願

いいたします。 

それから、るるパークについても、課題につ
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いてはまた後ほど担当課長からお答えしますけ

れども、課題は当然、私どもで承知しておりま

すので、しっかりそれに向けて解決策を考えて

いき、また委員の皆様にも報告をさせていただ

きます。 

それから、森林伐採後の再造林がなかなかな

されていないところが多いんじゃないかという

課題についてです。 

私どもも当然、再造林を進めるということで、

そうした環境の整備を市町村と一緒になって指

導しております。現在のところ、８０％再造林

が進んでいると。恐らく、まだまだ進んでいな

いところもあると思いますので、しっかりまた

取り組んでいきたいと思います。最後に少し出

た違法開発といいますか、違法伐採の未然防止

についても、大分県だけじゃなくて、九州全体

の取組として知事会でも議論しておりますし、

何か規制、情報共有ができないかを私ども、今、

検討しているところですので、また内容につい

ては御報告を今年度中にさせていただければと

思っております。 

阿部委員 今日は初委員会ですからそれ以上言

いませんが、最後の部分。違法かどうか分かり

ませんが、あれだけ奥の奥まで伐採している現

場があるわけですから、これが耳に入っていな

いわけないと思うんですよね。やはり担当がそ

こに行って、本当に違法かどうか、今後どう手

当てしていくのか、しっかり目で確かめておく

べきじゃないかなと私は思っています。行って

いなければ行ってみてください。そして、また

教えてください。 

長谷部審議監兼林務管理課長 立石峠の伐採な

んですけれども、森林経営計画にのっとった伐

採で、違法ではございません。ただ、かなり道

の造り方とかが荒かったので、そこに関しては

我々が行って、下流の方とか線路に災害が起き

ないように業者に指導をして、きちんと手直し

をしていただいたところです。再造林について

も今、指導していますので、また再造林してい

ただくような形で、あそこもちょっと急傾斜な

ところも……（「後で教えてくれればいいので」

と言う者あり）はい、分かりました。では、後

ほど御報告させていただきます。 

宇留嶋地域農業振興課長 るるパークについて

御意見、ありがとうございました。 

るるパークは、ここ数年、今もネモフィラの

ブルーフェスタ開催中ですけれども、これと秋

のコキアがかなり皆さんに定着して、昨年度の

来園者が開園のとき以来４０万人を突破しまし

た。さらに多くのお客様に来ていただけるよう

に、今年開園２５周年になりますので、年間を

通じていろいろなイベントをやっていくととも

に、県内でもまだ県南からのお客さんが少ない

状況ですので、県南を中心に各市町村を回って、

るるパークのＰＲをする活動も考えているとこ

ろです。 

その中で、さっきお話があったとおり、お客

様の利用が正面ゲート付近からフラワーガーデ

ンにかけてと、あとは東側ゲートのコテージや

遊具がある周辺がやはり多いのかなと私どもも

考えております。それ以外の地域についてはま

だまだ活用が十分でないところもあるかと思っ

ておりますので、これはまた今年から指定管理

期間５年間が始まりましたけれども、指定管理

者とも話をしながら、活用策を今後考えていき

たいと考えております。 

福崎委員 教えていただきたいんですけれども、

一つは外国人や外国籍の企業が持っている山林

とかが、大分県にどのくらいの広さがあるのか。 

それと、井路の管理についてですが、大規模

な井路管理組合は組合員がいるが、今もう組合

員が減少したり、農地とかも減少して、井路管

理が大変厳しくなっているというお話を聞きま

す。通常的な草刈りとかももう人が出ていなく

て、日常的な管理も難しいような状況。それか

ら、施設も老朽化してきて、それに対しても多

額のお金がかかってきて、それが管理、維持、

補修ができない現状というのがだいぶ現場では

大きな課題になってきていると思うんですが、

そこに対して県としてはどういう考え方を持っ

て、健全な地域、農業の維持、確保をしていく

のかについて考え方をお聞きしたい。 

森迫農地計画課長 今お話をいただきまして、

ありがとうございます。 
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土地改良施設の水利施設等の管理については、

地元は今、土地改良区という法人格にしっかり

施設を管理していただく形になっており、県下

に土地改良区が７８団体あります。そのうち受

益面積、いわゆる農地を抱えている面積が１０

０ヘクタール未満のところが３８団体で、およ

そ半分は小さな土地改良区となっております。

実際、そういう土地改良区は、非常に施設の老

朽化も進んでおり、それから管理する人員が少

ない中、苦労しているのは確かです。そういう

中で、委員も御存じかと思いますけれども、多

面的機能支払交付金がございます。これは、土

地改良区だけじゃなくて、地域住民、非農家の

方も交えて、国から交付金をもらいながら、施

設も含めて地域を保全していこうとなっており

ます。また、土地改良区が事業主体となって、

土地改良施設の維持管理適正化事業という形で

基金を積み立てながら自分たちの管理する施設

を修繕しているところもございます。こういう

いろんな取組や、今、土地改良法改正の中で話

のあった水土里（みどり）ビジョンという計画

もあります。これも各土地改良区がいろんな水

系ごとにまとまって、広域的な議論をやってい

こうじゃないかと。そういう計画づくりを進め

ていくことに対して国が支援する事業もありま

すので、そういうところも含めて、市町村と連

携しながら、地域と話を進めていこうと取り組

んでいるところです。 

長谷部審議監兼林務管理課長 外国資本による

森林の土地買収についてお答えします。 

県下で外国資本による森林土地買収の事例は

２件のみです。平成３０年以降調査していて、

平成３０年に由布市でオーストラリアの別荘開

発、それと令和６年に日田市でドイツの太陽光

発電となっております。 

福崎委員 井路の土地改良区のことは分かった

んですけれども、それじゃあ、県としてどうい

うことを――今、全部国の制度とかの活用、あ

と地元の土地改良区が頑張っていただいている

みたいな話ですが、県としてどういう支援をし

ていって、市町村自体もなかなか全てを見てい

くのは難しいと思うんですよね。井路の維持管

理は莫大なお金がかかっていくと思うんですね。

これからやっぱり井路が破損したり、特に災害

時なんかはすぐに復旧してくれなくて、何年も

困っているなんていう話をよく聞くんですね。

そこら辺、県としてどういう支援をしていくの

か。水がない限り、農業もできないところがあ

るんですね。そこら辺、どうしているのかもう

少し教えていただきたい。 

それと、この２件は重要なところじゃないん

ですよね。例えば水源地とか、私たちの生活に

大変重要なところではないということでいいん

ですかね。 

長谷部審議監兼林務管理課長 お答えします。 

由布市の分は３ヘクタールになっています。

日田市の分が２．１ヘクタールということで、

面積的にもそう大きくないし、別荘開発と太陽

光発電ということで、そこまで水源地には影響

ないと我々は判断しております。 

森迫農地計画課長 委員お尋ねの、県としてど

のように取組をされているかというところです。 

土地改良区というのは、各地域で法人格を持

って、頑張っていらっしゃるんですけれども、

さきほど申し上げた水土里ビジョンの話もそう

ですし、多面的機能支払もそうですけれども、

やはり地域がどうやってまとまっていくかにつ

いては、市町村だとか土地改良区任せでなくて、

県がその間に入って地元と調整をしながら、い

かにその施設をしっかり守っていくかという計

画づくりにも、常に側面支援しております。た

だ、土地改良区自体も運営母体が非常に脆弱で

すので、土地改良区に対する公的助成について

も、今度知事から国に要望を上げていただきま

す。重ねてになりますけれども、土地改良区の

支援に向けて、県は改良区と同じ立ち位置で、

国に要望できることは一緒に行動しているとこ

ろです。（「ありがとうございました」と言う

者あり） 

堤委員 どうもお疲れ様です。 

農林業センサスを見ると、大分県の第一次産

業は非常に大変な状況だなと思うんです。経営

体もそうだし、産出額は若干伸びていますけれ

ども。そういうことで、国の農政そのものが、
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当然県としてもそのとおりやってくるわけです

ね。最近の米の価格だってそうでしょう。食糧

管理制度から自由価格になって、いい時はいい

けれども、悪い時の方が長かったわけだから。

なかなか農業で飯を食っていけない状況の中で、

県として国に対して農政の問題でどういう農政

にしてほしいという要望を上げているのか。あ

ればちょっと教えて。 

それからもう一つ。さきほど部長が言った佐

賀関の関係。予算が大分市で通ったし、漁具の

製造のための倉庫の改修工事がいよいよ始まる

んかな。ちょっと今どういう状況か話を聞かせ

てください。 

最後に、産出額は確かに若干伸びていますけ

れども、九州各県と比べるとどういう位置にあ

るのかを教えてください。 

信貴審議監 まず、国への要望も含め、県の立

ち位置について御回答します。 

委員御指摘のとおり、担い手が減っているの

は、さきほどの資料のとおりでして、こういう

中で、やはり数はどうしても減っていく、高齢

化も進んでいく中で、じゃあ大分県の食料、農

業をどう維持、発展させていくのかでいくと、

やはり大きな経営体をつくっていくと。一つの

経営体が１０個、１００個の経営体を賄うぐら

いの大きな経営体をつくっていくことが必要に

なってくるというところで、長期計画でいう中

核的経営体の育成につながっていくかと思いま

す。国も正に同じところで、やはり生産性向上

をしていこうじゃないかと、大きな経営体をつ

くっていこうじゃないか、輸出をしていこうじ

ゃないかというところですので、大分県につい

ても、今進めている大規模園芸団地とかで大き

な経営体をつくっているところで、予算、施策

に合わせて各種要望はしております。 

髙田水産振興課長 佐賀関の漁具関係について

御質疑いただきました。 

 佐賀関で漁具を生産しておりました八潮工業

が被災されて、その後、大分県漁協がその事業

を引き継いで、漁具の生産をしていくことにな

っております。その中で、漁協の倉庫を改修し

て、生産する場所をつくろうとしており、その

補助事業については、令和７年度の災害の事業

費を使い実施することになっております。事業

費が１，４９４万５千円で、つい先日の４月３

日に工事に着工し、６月末には完了する予定と

なっています。 

宮成農林水産企画課長 手元に農業のデータが

ありますので、これで御説明します。 

まず、令和６年度は、大分県が１，４９８億

円で、この数字自体は前年から１５６億円伸び

ており、５年連続の増加という結果になってお

ります。 

九州各県との比較ですが、九州で順位付けを

しますと、沖縄県を除いていますが、６位にな

ります。ちなみに５位は長崎県。だから、５位、

６位、７位と並べると、長崎県、大分県、佐賀

県の順番になっております。 

堤委員 大規模経営体にしないといかんという

のは、分からんでもないんですよ。ただ、いろ

んな人たち、担い手の方にいろいろ聞くと、や

っぱり経営者も高齢化して、後継ぎがいなくて

なかなか大変だと。しかし、大規模に田畑を持

って、やらないかんと非常にジレンマを感じて

いる方が多いんですよね。そういう方々の後継

者不足とかいうところまで含めて面倒見ていか

ないと。ただ有限会社、株式会社したからいい

ということは絶対なりませんから。そういう点

では、第一次産業は一番大変な状況だと思うけ

れども、是非力を入れていただきたいと思って

おります。 

産出額は昔から九州下位の方だから、これを

上げていかないとということでしょうけれども、

頑張ってください。 

ごめん、佐賀関の水産フェアはどういう形で

進むんかな。ちょっと聞き忘れた。関あじ、関

さば。 

大塚審議監兼漁業管理課長 今年度、予算を付

けていただいていますので、今の計画では関東

の量販店で１回、それから九州の量販店で３回、

これまで培った関係をうまく利用して、佐賀関

産の水産物を季節に応じて、そのときの旬の魚

を売っていくフェアをこれから開催していこう

と考えております。 
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堤委員 ごめん、佐賀関の街の中のは別に農林

水産部は関係ないのかな。商工観光労働部であ

るんだけれども、そういう連携は何かないのか

な。 

大塚審議監兼漁業管理課長 佐賀関の対応を考

える時に、大分市といろいろ相談したんですけ

れども、県はやはり県外の方が得意で、大分市

はもう地元でいろんなことやっているので、そ

こは分散してやりましょうという整理に今なっ

ております。（「はい、分かりました」と言う

者あり） 

二ノ宮委員 いつも言っているんですけれども、

大分県の農業というのは、儲かる農業と農地を

守る農業という二つに大きく分けるべきではな

いかと思っています。確かに産出額は九州最下

位から佐賀県を抜いて２番目になりました。そ

のことももちろん大切なんですけれども、やは

り農業とか、それから農村を守る、農地を守る

ことによって将来の食料危機等に備えるという

視点がないと、今みたいに農業の成長産業化と

か広域化とか、そういうものばかりが表に出て

くると、一番大事な農地の保全とかが難しくな

っていくんじゃないかと思います。口で言うの

は簡単なんですけれども、是非このことを心に

留めておいて。 

さきほどの阿部委員と同じなんですけれども、

大分県の農業ってこんなにうまくいきよるんか

なと説明を聞いていました。例えば、１２ペー

ジにしいたけの話があるんですけれども、こん

なに生産者が減っていて、少し価格が上がった

からいいんだという説明もありました。本当は

全国で今、しいたけがどうなっているか、消費

がどうなっているのか、外国への輸出はどうな

っているのかとかということも考えながらやっ

ていると思うんですけれども、そういう具合に

是非もうかる農業と農地を守る農業、農村を守

る農業というのが絶対にあるんだということを

大事にしていかないと１０年先、大変なことに

なるんじゃないかと思っていますので、回答も

う結構です。よろしくお願いいたします。 

麻生副委員長 さきほど阿部委員からも話があ

ったように、大分県の農山漁村がやっぱり活力

があるために最も重要なことは、農林水産業が

元気だということ、そのためには担い手対策は

しっかりできていることが重要になるわけです。

そういう中で、何点か指摘をしますけれども、

毎年、農林水産委員会で農業政策の勉強会をや

っているんだよね。その上で、プランとの比較

をしながら、成果もチェックしながら、より具

体策を深掘り、議論して、改善策を見い出して

きたような経過があったと思います。そういう

意味で、担い手対策ではファーマーズスクール

とかフォレストスクールとかフィッシャーズス

クール的な動きが出てきて、それなりに成果は

あるのかなと思いつつ、農業高校とか林工とか、

あるいは海洋科学高校といったところの高校教

育改革の促進基金が、文部科学省が約３千億円

積み増しをして、極端な話が３年制を５年制に

変えて、高専化していくというような動きもあ

る中で、民間の研究所とか国の研究所――水産

については上浦にあるわけですけれども、そう

いったところとどのような連携を図って、この

教育改革促進基金を具体的に農林水産部として

戦略を練っていこうとしているのか。あるいは、

農業そのものについて、るるパークの話も出ま

したけれども、私が議員になった二十六、七年

前、ちょうどこの委員会で契約案件か議案が上

程されたかで、けんけんがくがくの議論があっ

たのを今、思い起こしていますけれども、それ

が本当に農業に寄与しているのかどうか。ハー

モニーランドとかとの連携とか観光であるとか、

むしろもう農業の生業とはちょっと離れている

なら、農林水産部が本当に所管するのか。重点

事業として、るるパークをやるということは大

事なことだろうと思うけれども、農林水産部が

所管してやるのかどうかということも根本から

見直していく必要があるのかなと思っておりま

すので、今年１年間、そういった議論ができれ

ばいいと思っております。今日のこの段階では

そういう指摘をしておきたいと思います。 

首藤委員長 答弁はよろしいですか。（「はい」

と言う者あり） 

ほかに御質疑、意見等はありませんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 
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首藤委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で令和８年度の行政組織及び重点事業等につい

ては終了します。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったのでこれを許します。 

まず、①の報告をお願いします。 

宮成農林水産企画課長 資料の６４ページをお

願いします。 

農業成長産業化推進本部及び農業総合戦略会

議について御報告します。 

まず、大分県農業成長産業化推進本部につい

てです。（１）設立は令和７年２月です。設立

の背景としては、農業・農村で人口減少・高齢

化が避けがたく加速し、取り巻く環境が大きく

変動する中、産地や地域が抱える課題を先送り

せず、市町、農業団体、県が一体となって取組

を進めることが重要です。また、県本部の設立

に先立ち、令和６年１２月までに全１７市町に

も農業成長産業化推進本部を設置していただき

ました。 

（３）目的ですが、将来にわたる担い手の育

成・確保や農地の利用調整など地域に根ざした

継続的かつ総合的な取組を、農業団体や市町の

推進本部と連携して展開することにより、農業

の成長産業化や農村地域の持続的発展、さらに

農林水産業振興計画の目標達成に向けて着実に

取り組むこととしています。 

（４）体制ですが、本部長は県の農林水産部

長とし、１７市町の副市町長と１１の農業団体

の長により構成しています。 

（５）これまでの取組として、大きく三つの

取組を進めています。 

まず、１）で、推進本部の取組の核として開

始した大規模園芸団地１０＋（テンプラス）プ

ロジェクトの推進です。これは令和６年度から

１５年度の１０年間で１０ヘクタール以上の団

地を１０団地以上整備するというプロジェクト

です。右に示すような大規模園芸団地のイメー

ジを関係者で共有し、基盤や営農施設の整備、

スマート機器の導入や就労環境整備に至るまで、

切れ目ない支援体制を構築し、担い手を呼び込

む好循環の確立を目指していきます。こうした

園芸団地の担い手や品目の方向性を市町ごとに

園芸団地化プランとして策定することとしてお

り、昨年度末までに１２市町で策定しました。 

次に、２）中山間地域の農業・農村振興です。

昨年度、県本部と市町本部で議論を重ね、先般

２月の第３回推進本部会議において、大分県中

山間地域農業・農村活性化指針を策定したとこ

ろです。 

次に、３）畜産の自給飼料の生産拡大です。

県農業の成長産業化に向け、園芸と畜産の二つ

柱で振興を図るため、畜産では、全市町が深く

関係する自給飼料の生産拡大に取り組むことと

しています。先般２月の本部会議において、令

和１５年度までの県全体の拡大面積の目標と市

町ごとの目安を確認した上で、作り手と農地の

確保について取組内容を確認しました。 

資料の６５ページをお願いします。 

（６）今年度の主な取組として、引き続き大

きく三つの取組を進めます。１）大規模園芸団

地では、プラン未策定の５市町――別府市、臼

杵市、日田市、玖珠町、宇佐市のプラン策定を

進め、全１７市町のプラン策定を完了させます。

また現在、各市町１地区以上、計２１地区の重

点推進地区を設定し、今年度末までにはそのう

ち６地区が基盤整備に移行する予定になってい

るなど、各地区で着実な取組を実施していきま

す。 

２）中山間地域の農業・農村振興では、指針

に基づき、特に市町からも課題感の強かった担

い手の育成・確保を大きなテーマとして、市町

ごとに課題を設定し、具体的な取組を実施して

いきます。 

３）畜産の自給飼料の生産拡大では、作り手

である畜産農家や大規模水田農家などを対象に、

機械導入支援等を進めるとともに、水田裏作利

用等によるまとまった農地確保などの具体的な

取組を実施していきます。 

これら三つの議題について、関係者が一丸と

なって取り組み、県農業の成長産業化を実現し

ます。 

次に中段、大分県農業総合戦略会議について、

（１）経緯と趣旨ですが、令和３年３月に公表
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された令和元年の農業産出額が３年連続の減少

となったことなどを受けて、県と農業団体が共

同で大分県農業非常事態宣言を発出し、会議が

設立されました。農業団体が主体となり、行政

が連携・支援し生産・販売のボトルネック克服

に向け、短期・集中的な取組を行うものです。 

（２）体制は、議長をＪＡ中央会の会長とし、

事務局は昨年８月に県から中央会へ移行してい

ますが、引き続き県農林水産部長が構成員とな

り、農業団体と県が連携して取り組む体制とし

ています。 

（３）これまでの取組の経過として、令和３

年１０月に農業システム再生に向けた行動宣言

をとりまとめ、これに基づき、令和４年度から

令和６年度にかけて短期・集中的な取組を行い、

多くの成果を得ることができました。 

右の記載を御覧ください。設立のきっかけで

あった農業産出額については、５年連続の増加、

さらにねぎ産出額１００億円の達成。また、青

果センターやキャトルステーションなどの拠点

施設整備も進め、農協の営農指導体制では、資

質向上のための資格取得や特別指導員の導入な

ど強化が図られました。 

こうした成果や取組のノウハウを踏まえて、

昨年度、戦略会議は次なるステージへ移行する

こととしました。左の２ポツ目で、農業団体主

体で新たな課題や取組、目標を設定し、それを

農業システム発展に向けた行動戦略としてとり

まとめました。 

具体的には（４）行動戦略に基づく主な取組

として、四つの柱に六つの重点項目を設定して

います。 

①の労働力確保では、農業支援サービス事業

体など外部労働力の最大活用などに取り組みま

す。②園芸振興では、果樹の生産拡大や高温な

どの気候変動対策、③畜産振興では、肉用子牛

の品質向上やおおいた和牛のブランド力向上、

④麦・大豆振興では県北エリアを中心に、高品

質な麦・大豆の安定供給体制の確立や共同乾燥

施設の再編等に取り組みます。⑤流通販売強化

では、大分青果センターの利用拡大やＲＯＲＯ

船の活用、⑥営農指導強化では、生産部会の活

動を自己分析するための健康診断の実施部会を

拡大するとともに、対話を重視した重点指導の

取組拡大と優良な指導事例の横展開などに取り

組みます。 

これらの取組と進捗管理のＰＤＣＡをしっか

りと回し、農業団体が主体的に取り組めるよう

支援し、目に見える成果へ繋げていきます。 

首藤委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。御質疑、御意見等

のある委員はいらっしゃいますか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 別に御質疑等もないので、次に②

について報告をお願いします。 

宇留嶋地域農業振興課長 資料の６６ページを

御覧ください。 

農林水産研究指導センターでの試験研究の在

り方の検討について説明します。 

上段、１現状にあるとおり、ＡＩやスマート、

バイオなどの新技術の急速な発展、気候変動に

よる夏の高温、少雨などの環境の変化、企業参

入や既存生産者の規模拡大による経営の大規模

化が進展するなど県農業を取り巻く環境は急速

に変化しつつあります。 

このような中、今後１０年間の試験研究の方

向性を定めた大分県農林水産試験研究基本指針

２０２４を作成し、スマート技術等の先進的な

技術に対応した研究体制の強化やバイオ技術や

ゲノム情報の利用による研究の加速化などに取

り組むこととしたところです。 

下左側の２課題を御覧ください。まず、情勢

変化への対応ですが、特に農業部門において水

稲、野菜、果樹、花きなどの幅広い品目で、高

温対策や圃場の大規模化に対応した省力化技術

など多様なニーズへの対応が求められています。

また、研究員の専門性を高めるとともに若手研

究員の増加に対応した人材育成の強化、栽培環

境の変化や新たな技術に対応した高度な機械・

設備の導入などが急務となっています。 

そこで右下、３今後の取組にあるとおり、気

候変動対策や経営の大規模化への対応等多くの

要望が寄せられている農業部門において、試験

研究方針と急激な環境変化等に対応した試験研
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究体制づくりを目的とし、試験研究の在り方の

検討を実施します。在り方の検討にあたっては、

農業関係者等を構成員とする検討委員会を今年

度設置し、広く意見を聴取します。検討委員会

では、１年間をかけて今後の農業部門の試験研

究の在り方を検討し意見をまとめていきます。 

なお、一番下に記載していますが、現在進め

ている畜産研究部の施設整備については、今年

度に牛舎群の実施設計を行い、令和９年度に着

工、令和１１年度末に完成を予定していること

を御報告します。 

首藤委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。御質疑、御意見等

のある委員はいらっしゃいますか。 

麻生副委員長 今、説明いただいたのは、農業

分野だけだったんですが、例えば水産とか林業

とか、それぞれ研究の方向性、戦略を練ってい

くと思うんですけれども、特に水産あたりは鶴

見にあるニッスイの大分海洋研究センターとか、

あるいは国立研究開発法人の水産研究・教育機

構の水産技術研究所の上浦庁舎とか、あるいは

毎日、魚とか水産生物を触っているうみたまご

の学芸員とか、プロフェッショナルが大分県内

にたくさんいらっしゃるはずなんよね。そうい

ったところとの連携も大変重要になってくるか

と思うんですよね。その辺がうまくいっている

とは思うんだけれども、さらにそれを強固にし

ていくことも重要なポイントになってくるかと

思うんで、是非その辺については、今説明をい

ただいた中に盛り込んでいただければ幸いです。

よろしくお願いします。 

首藤委員長 ほかに御質疑、御意見等はありま

せんか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 ほかに御質疑等もないので、次に

③、④について報告をお願いします。 

宇留嶋地域農業振興課長 資料の６７ページを

御覧ください。 

第２次大分県環境負荷低減事業活動の促進に

関する基本計画の策定について御説明します。 

資料上段の１基本計画の概要です。本計画は、

令和４年７月に施行されたみどりの食料システ

ム法により国が定めた基本方針に基づいて、環

境と調和した農林水産業の実現を推進するため、

令和４年１２月に新たに策定しております。ま

た、この計画は、みどりの食料システム法第１

６条に規定される県と全市町村との共同計画と

して位置付けており、現行計画の期間は今年度

が最終年度となることから、今年度中に第２次

基本計画を策定する予定としています。 

次に、資料下段の左側２現行計画の主な内容

を御覧ください。計画の目標指標については、

令和８年度を目標年度とし、有機農業の取組面

積の拡大を指標として設定していますが、現状

では面積が伸び悩んでいる状況です。 

環境負荷低減に向けた主な取組としては、堆

肥の活用など土づくりと、化学肥料・化学農薬

の使用量低減を一体的に行う取組や施設園芸で

の省エネ設備の導入など、温室効果ガスの排出

量削減に資する取組を推進しています。 

続いて、右側の３、第２次基本計画の策定の

方向性を御覧ください。計画期間は、令和９年

度から１３年度までの５年間とし、策定にあた

っては、目標指標項目の再検討を行うとともに、

化学肥料の価格高騰リスクに対応した堆肥の活

用促進などの重点化や、化学肥料・化学農薬の

使用量低減に向けた取組としてスマート技術の

導入を追加するなど取組内容の見直しを行い、

今後策定を進めていきます。 

最後に、今後のスケジュールですが、１１月

までに素案を作成し、１２月には諸般の報告で

説明する予定としています。その後、パブリッ

クコメントにて県民の皆様から御意見をいただ

いた後、国と計画内容の協議を行い、同意が得

られましたら、公表する予定としています。 

続いて、資料の６８ページを御覧ください。 

第４次大分県有機農業推進計画の策定につい

て御説明します。 

資料上段の１推進計画の概要です。本計画は、

平成１８年１２月に施行された有機農業推進法

により国が定めた基本方針に基づいて、有機農

業の生産拡大等を推進するための計画になりま

す。また、この計画は、有機農業推進法第７条

に規定される県の推進計画として、平成２１年
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２月に第１次計画を策定し、現行の計画は令和

４年３月に策定しています。この計画は今年度

が最終年度であるため、今年度中に第４次推進

計画を策定する予定としています。 

次に、資料下段の左側２現行計画の主な内容

を御覧ください。計画の目標指標については、

令和８年度を目標年度とし、有機ＪＡＳ認証圃

場面積や県域出荷組織構成員による有機野菜の

出荷額の拡大を指標に設定しています。 

主な取組内容は、有機農業者の組織化や生産

力向上対策の実施など有機農業拡大に向けた取

組や農業機械や施設の整備、生産技術向上への

支援による持続可能な経営体の育成等を推進し

ています。 

続いて、右側３、第４次推進計画の策定の方

向性を御覧ください｡計画期間は、令和９年度

から１３年度までの５年間とし、策定にあたっ

ては、目標指標項目の再検討を行うとともに、

令和７年に１４市町と関係団体､県で設立した

大分県有機農業推進協議会の活動の活性化や、

先行産地である臼杵市・佐伯市・豊後高田市の

取組を県内各地に広げ、有機農業産地づくりを

さらに推進するなど取組内容の見直しを行い、

今後策定を進めていきます。 

最後に、今後のスケジュールですが、１１月

までに素案を作成し、１２月には、諸般の報告

で説明する予定としています。その後、パブリ

ックコメントにて、県民の皆様から御意見をい

ただいた後、公表する予定としています。 

首藤委員長 以上で説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。御質疑、御意見等

のある委員はいらっしゃいますか。 

二ノ宮委員 目標指標です。これ、一つ前の第

２次大分県環境負荷低減事業活動も同じなんで

すけれども、例えば取組面積とかいろんな圃場

とかいう一つの目標指標を立てるんですけれど

も、これはほとんど実績が目標を下回っている

ようです。目標の立て方として、県内で例えば

有機農業の可能面積を把握して、その６割なら

６割を目標設定しているのか。今、２８６ヘク

タールですから、それを少しでも伸ばそうとい

う設定をしているか。この二つの計画、いろん

な計画にも関係すると思うんですけれども、目

標指標の立て方をどう考えているか教えてくだ

さい。 

宇留嶋地域農業振興課長 ただいまの御質疑で

すが、有機農業の関係の現行の計画については、

国が目標に掲げている面積について、各都道府

県である程度このくらいの数字という形で示さ

れたもので、本県の実情を踏まえた積み上げに

はちょっとなっていない面がございます。この

環境負荷低減の計画については、農業部門だけ

ではなくて温室効果ガスの排出量削減に向けて

林業、水産の取組も内容にありますので、各部

門でどういった目標指標がよいかというところ

も踏まえて今後検討を進めて、目標設定をして

いこうと考えております。 

二ノ宮委員 もうちょっと頑張ったら達成でき

るという指標を置いていかないと、国の目標を

達成するためとか今の数字を少しでも上げるた

めとかというのはなかなか難しいんじゃないか

と思います。是非頭に入れておいてください。 

堤委員 その他のところで聞こうと思っていた

けれども、有機農業でさつまいもの例の野津の

甘太くんの関係。出荷体制の拡大とか生産体制

とか、いろいろここにも書いてあるんだけど

も、、ああいう状況になったときに、どうなん

かな。せっかく生産者が頑張ってやっているの

に、２２０トンだっけ、販売ができなくなっち

ゃうとか。そういうところはどういう考えで、

今、現状はどうなっているかちょっと教えて。

直接有機農業とは関係ないことだけどな。 

漆間園芸振興課長 甘太くんの貯蔵、低温障害

の件、今回新聞でも報道ありましたけれども、

お答えします。 

まず、原因は結局、管理ミスなんですね。要

は荷物が届いた時にそれをどうオペレーション

するかというところがうまくいかなかった。そ

れで荷物が通路に置かれてしまって、低温にな

ったということです。新聞にもあったとおり、

その分については生産者に対して補償すると聞

いております。我々県としては、まず、原因が

どこにあったのか、通常のオペレーションと何

が違って今回の事案が生じたのかをしっかり農
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協で出していただく。それを踏まえて中部振興

局とかと連携を図りながら指導する。まずは、

何が原因だったのかをしっかり見定めたいと思

っております。 

堤委員 結局、有機農産物との関係でいったと

しても、販路拡大とか、いろいろ拡大していか

ないといけないわけなんです。しかし、人為的

なミスが発生しちゃうと、生産意欲とか、補償

額が折り合いつかないという話も聞いています

から。そういうことがないようにやっぱり県と

して指導すべきことはきちっと厳しく指導して、

そういうことは二度と起こらないようにしない

といかんと思いますんで、是非そこら辺、よろ

しくお願いします。 

首藤委員長 ほかに御質疑、意見等はありませ

んか。 

  〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 ほかに御質疑等もないので、以上

で諸般の報告を終わります。 

この際、ほかに何かありませんか。 

麻生副委員長 昨年の１２月定例会で、共有林

に関わる意見書を全会一致で可決をしました。

これ、重要な課題でありますので、当然、林野

庁長官に知事が直接、議会の議決もあったとい

うことで持ち込んだりしていると思いますが、

どのようなアプローチでどういう状況になって

いるか報告を求めたいと思います。 

長谷部審議監兼林務管理課長 確認ができてい

ませんので、大変申し訳ないんですけれども、

確認させていただきたいと思います。 

麻生副委員長 是非よろしくお願いします。 

さきほども大径木の伐採とか山の問題が出て

きておりますけれども、森林組合とか認定事業

者がやる分には、再造林も含めてしっかりやっ

てくれると認識しているんですけれども、認定

事業者以外がやっている部分、特に作業道の切

り方とか水切りの在り方とか、災害にもつなが

るようなことが県内のあちこちで出てきている。

それはどうしてかというと、やっぱり大径材と

か伐期をもう過ぎてしまって、所有者不明土地、

あるいは議決をした共有林についても全員の同

意がないと切りたくても切れない部分が県内た

くさんあると思うんですね。それがやっぱり大

きな問題なんで、そういうところが山の中に１

か所でもあると、ぐるっと回って、そこができ

ないとかいろんな課題があって、森林経営計画

そのものが機能していないことが大きな課題な

んだろうと思っております。したがって、そう

いった部分を含めて山全体で計画がしっかり立

てられるような方向性を見い出すためには、所

有者不明土地であるとかの取扱いを含めてどう

するかという部分をまず共有林からでも穴をほ

ぎたいということで声を上げていったわけです。

聞くところによると、林野庁とか農林水産省以

上に法務省がめちゃくちゃ権利主張で頑なにや

っていると。その穴を、ちょうど今、法務省、

いろんな問題抱えているんでチャンスじゃない

かなと思っているんで、是非ともこれ、穴をほ

いで、やっぱり地域の山を守るためには一つの

機会になるんじゃないかと思いますんで、是非

頑張ってほしいなと。また、議会としても必要

とあれば一緒になって動いていく必要があろう

かと思いますんで、是非ともそのことはお願い

しておきたいと思います。 

二ノ宮委員 １点お願いです。 

 ５５ページに森との共生推進室の事業があり

まして、その中に、鳥獣被害総合対策事業約８

億１，３００万円という事業があるんですけれ

ども、事業の認可というか、事業の開始が遅い

とよく言われています。恐らくこれ、市町村事

業ですから、そのことは分かっているんですけ

れども、もう実際に４月、５月に入って、イノ

シシの被害が出るんですよ。しかし、まだその

材料が来ないし、準備はできないということで、

できるだけ早くやってもらいたいという要望を、

もういくらでも聞いています。そういうことで、

全市町村を指導して、早く資材の配付とか農家

が準備できるように是非お願いできればと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

首藤委員長 お願いでよろしいですか。（「は

い」と言う者あり） 

工藤森との共生推進室長 まず、市町村に現況

を確認した上で迅速に対応したいと考えており

ます。 
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阿部委員 最後になりますが、せっかくの機会

ですから。実は先般、フランスに海外調査で行

ってきました。そのメンバーの一人として若干、

この部の関係することに対して１、２点報告し

ておきたいと思います。実はお米、私たちが行

ったところには、朝でも晩でも食事にお米は出

てきませんでした。お米、御飯というのにどう

対処しているのかをいろいろ聞いたら、まずは

お米をスーパーで並べても買う人がいないと。

というのは、お米の炊き方が分からない。特に

炊くと言っても、炊飯釜を売っているところが

ないし、各家庭には炊飯器がない。じゃあ、お

米をどうしているかというと、蒸して食べてい

るそうなんですね。蒸して食べているからおい

しくもないと。日本のお米はおいしくないとい

うことが、聞いたら、答えが返ってくる。そう

いう状況です。お米に関してだけでなく、これ

全体の取組ですけれども、やはり世界各国に流

通させていく時には、それをどう料理をしてい

く、そのためにはこういうものが必要だとか、

いろんなところも併せてやっていかないと、単

に米だけぼんと輸出しても駄目だということが

よく分かりました。 

これと同様に、お土産に大分県の特産物とし

て乾しいたけを持っていきました。乾しいたけ

はお土産として持っていくには非常に好都合な

んですね。軽いし、たくさん入れられるし。た

だ、差し上げたところがどう使うのかと。どう

やってこれを料理するんだと。きのこは向こう

でも随分ありまして、きのこ料理もあります。

ところが、しいたけ、特に干したものに対して

これをどう料理すればいいんだっていうレシピ

を付けて、送っていかなければ駄目だなという

ことをつくづく感じました。大分県、しいたけ

が日本一と豪語しておりますが、是非いろんな

ところに売る時には、そういうレシピをつけな

がら輸出に取り組んでいただいたら、今以上に

販路の開拓にもつながっていくんじゃないかな

という思いがしたので、この２点をお伝えしま

す。 

後日、報告会はやりますし、また皆さんのお

手元に調査した内容についてはお届けしますが、

取りあえず、海外調査に行ったメンバーの一人

として農林水産部に関わることを御報告させて

いただきます。 

首藤委員長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 ほかにないので、これをもって農

林水産委員会を終わります。 

執行部の皆様はお疲れ様でした。 

委員の皆様はこの後、協議を行うので、この

ままお待ちください。 

 

〔農林水産部退室〕 

 

首藤委員長 これより、内部協議を行います。 

まず、参考人招致についてです。令和８年５

月１１日月曜日の午前１０時から第３委員会室

にて、日本銀行大分支店の支店長安德久仁理氏

より、大分県の農業の現状と課題について御意

見をお伺いしたいと考えていますが、いかがで

しょうか。 

〔委員協議〕 

首藤委員長 それでは、これで進めさせていた

だきます。 

 次に、県内所管事務調査についてです。前回

の委員会で示した行程表に対して、若干の変更

がありますので、事務局に説明させます。 

〔事務局説明〕 

首藤委員長 以上、事務局に説明させましたが、

御質疑等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 それではこの案で決定します。欠

席や別行動となる場合は、その都度早めに事務

局へ連絡してください。 

また、今後調整が必要になった場合は、委員

長に御一任願います。 

次に、県外所管事務調査についてです。 

お手元に配布している資料について、事務局

に説明させます。 

〔事務局説明〕 

首藤委員長 事務局に説明させましたが、委員

の皆様から御意見はありませんか。 

  〔委員協議〕 
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首藤委員長 それでは、県外所管事務調査につ

いては１１月１０日から１１月１２日の日程で

３日間実施することとします。 

なお、調査先等の詳細については、委員長に

御一任いただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 それでは、６月に予定されている

第２回定例会の委員会で正式に決定したいと思

います。今後、事務局は行程案等を作成し、適

宜委員と情報を共有しながら、進めるようにし

てください。 

次にその他ですが、事務局から一時預かり金

の取扱いについて、説明したいとのことです。

事務局は説明してください。 

〔事務局説明〕 

首藤委員長 何か御意見がありましたらお願い

します。 

〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 それでは、これまでどおり取り扱

っていくこととします。 

以上で予定されている案件は終了しました。

この際、ほかに何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

首藤委員長 別にないので、これをもって委員

会を終わります。 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


